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ケアスタッフ向け研修
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ベッド上での移動
及び体位変換、
起き上がりの介護

❶移動介護の基本
❷体位変換、上方移動の介護
❸起き上がりの介護

ベッドから車椅子
への移乗と座り直し、
車椅子操作の介護

❶移乗介護の確認ポイント
❷ベッド上端座位から車椅子への移乗介護
❸ 分割の移乗介護、スライディングボード、
座り直しの介護

利用者・家族との
相談・苦情と、多職種
における情報伝達

❶多職種協働における情報伝達
❷苦情に対する解決策と再発防止策
❸利用者特性に応じた対応

配慮のある
衣服着脱の基本と
正しい清拭

❶衣服着脱時の配慮
❷清拭の手順
❸清潔維持と褥瘡予防

介護施設における
感染対策と衛生管理

❶感染や予防の基礎知識
❷手指衛生、個人防護具の使用
❸環境整備、感染経路別予防策など

杖歩行の介護と
リハビリテーション
意識

❶歩行の意義とメカニズム
❷杖歩行の介護
❸日常生活でできるリハビリテーション

健康を保つための
口腔ケア

❶口腔ケアの重要性
❷口の中の介護と義歯への対応
❸口腔ケア時の観察とチェックポイント

状況の変化に応じた
対応～観察して
兆候に気づく !

❶咳やむせ込みへの対応
❷便・尿の異常への対応
❸皮膚の異常への対応

認知症介護の理解と
実践そして工夫

❶認知症の人を理解する
❷食事・入浴・排泄ケアの実際
❸困難事例の対応
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残存能力を奪わない
介護ポイント集～利用者
の特性に応じた介護～

❶過介護にならないために
❷様々な生活場面での事例から
❸利用者特性による事例から

守秘義務と
プライバシー保護

❶個人情報とは何か
❷ガイダンスの理解
❸法的側面の守秘義務

睡眠の介護
❶睡眠のメカニズム
❷健康上のリスクと睡眠の関係
❸質の良い睡眠のために

腰痛予防の
介護の心得

❶腰痛予防の姿勢
❷適切な福祉用具の活用
❸介護後の体操、ストレッチ

エンド・オブ・
ライフケア

❶症状緩和と援助
❷意思決定支援の関わり
❸看取りと家族の心のケア

フットケアの介護
❶フットケアの基本と医療除外行為
❷身体と心を支えるフットケア、ネイルケア
❸フットケアとアロマの融合

介護過程の展開と
記録の書き方

❶根拠に基づいた介護過程の展開
❷今より良くするアセスメントの視点
❸伝える記録、伝わる記録、ICTによる展開

身体拘束ゼロの
技術

❶身体拘束と倫理的視点
❷拘束しない介護の工夫とその実践
❸ロボット介護機器によるリノベーション

リハビリテーション
の理解と協働

❶高齢者におけるリハビリテーション
❷多職種協働のリハビリテーション
❸ 自由気ままに活きるためのリハビリテー
ション
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接遇・マナーと
コミュニケーション

❶介護の心構え
❷好感の持てる誠意ある態度とは
❸信頼関係とコミュニケーション

安全な排泄介護と
転倒転落予防

❶排泄の準備
❷トイレの排泄介護
❸ポータブルトイレの排泄介護、オムツ交換

洗体の基礎と
入浴前後の
チェックポイント

❶入浴の目的、事前の確認
❷衣類の着脱
❸洗体、清拭

安全な食事介護と
誤嚥予防

❶安全な食事介護、食事前の準備
❷食事の介護
❸ベッド上での食事介護、口腔ケア
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❶「座る」の介護 
❷座り直しの介護
❸「立てる」の介護

褥瘡予防の介護
～圧と摩擦を考える

❶褥瘡の発生とその予防 
❷ポジショニングと体位変換
❸スキンケアと栄養管理、生活不活発の予防

「参加」の一歩、外に出る
ということ～階段やスロー
プの歩行と車椅子の活用～

❶ 活動・心身機能と参加レベルの構造、外出
の準備
❷屋外での歩行介護
❸屋外での車椅子移動介護

14 事故発生防止
❶日常的にヒヤリハットを意識する
❷根拠ある客観的記録の作成
❸事故後の対処方法
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身体的拘束等の適正化のための
従業者に対する研修

感染症及び食中毒の予防
及びまん延の防止に関する研修

BCP
（自然災害、感染症研修②に加えシミュレーション研修）

事故発生の防止のための研修
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褥瘡対策に関する継続研修

認知症介護基礎研修

ハラスメント防止研修

5 高齢者虐待防止研修

ケアスタッフ向け研修（老健、特養義務化研修）

各20分程度の講義

各 20分程度の講義

「座る」の介護と「立
てる」の介護～能動座
位と座り直しの必要性


